第４２回　日本将棋連盟山形県支部連合会総会　議事録
平成３０年１０月２７日（土）
於　：　河北温泉　ひなの湯
　　　　
（午後４時開会）石井事務局長の司会にて進行

１　開会のあいさつ　（花輪幹事長）
２　会長のあいさつ　（大泉義美会長）
　　　　（要旨） この度、河北支部の主管にて、総会が本地で開催されることになりました。升川支部長ほか支部会員の皆様に敬意
を表したい。現在、藤井七段の活躍もあり盛り上がっている。山形新聞社様には、名人戦などを開催いただき感謝申
し上げる。村岡支部長さんも出席されているが、天童の場合を申し上げると少年少女将棋教室は約５０名から１５０

名に増えている。しかし、小学で入って中学や高校で止める子が多い。できるだけ定着を図るようなことを考えてい

る。本日は、よろしくお願いいたします。

３　開催地支部長歓迎のあいさつ　（升川支部長）

（要旨）本日はここ河北町で始めて県連総会を開会することは初めてであり、歓迎申し上げます。実は、田宮町長が挨拶を

　　　申し上げるべく来館されたが、時間を間違えたようで挨拶できないことになった。皆様方によろしくと申しておられた。

　　　　不行き届きの件もあろうかと思うがご容赦願いたい。
４　来賓のあいさつ　　　　　　　（山形新聞社　堀川様）

（要旨）７月から新たに将棋担当になった堀川です。実は、４月から担当していた常磐が病気で７月に亡くなった。生前のお

　　　世話に感謝申し上げる。来年も本年と同様の大会を予定しているので、協力方よろしくお願いします。
５　議長選出　　石井事務局長から慣例により、開催地支部の河北支部にお願いしたい。との提案があり、了承され、升川　　　　支部長が議長に選任された。
６　議事　（升川支部長を議長にて開会）
・升川議長から、「本総会の成立状況について」石井事務局長に求めた
　・石井事務局長から、「平成１４年度総会決議により会員の過半数の出席により成立」とあるが、１７支部のうち、本総会へ出席の支部が１０支部、委任状提出支部が７支部、計１７支部全参加となり、総会は成立している。との報告があった。
・升川議長は、石井事務局長からの報告を受けて、議事に入った。

　【第１号議案並びに第２号議案】
　（升川議長）　　　第１号議案の平成２９年度事業報告並びに第２号議案の平成２９年度決算報告、さらに監査報告も関連
　　　　　　　　しているので、一括提案を事務局に求めた。
　（石井事務局長）平成２９年度山形県支部連合会事業報告の主な項目を読み上げた。
　（外島会計）　　平成２９年度決算報告書を読み上げた。
　（高野監事）　　監査の結果、支障ないことを報告した。
　（升川議長）　　意見などを求めた。
　（桜井天童支部幹事）事業報告の中で、中学選抜の結果で奥山くんが３位と記載されているが４位の謝りなので訂正して欲

しい。
　（石井事務局長）了解しました。訂正したものを議事録と一緒にお送りする。
（升川議長）　　他にご意見などはありませんか。
特に意見がないようですので、拍手をもって承認したい。
　　　　　　　　　（拍手）
　　（升川議長）　　拍手多数により、第１号議案の平成２９年度事業報告並びに第２号議案の平成２９年度決算報告について
は、承認されました。

　【第３号議案並びに第４号議案】
　（升川議長）　　第３号議案の平成３０年度事業計画（案）並びに第４号議案の平成３０年度予算（案）については関連し
ているので、一括提案を事務局に求めた。
　（花輪幹事長）　平成３０年～３１年山形県支部連合会事業計画（案）を読み上げた。
　（外島会計）　　平成３０年度予算（案）を読み上げた。

（升川議長）　　意見などを求めた。
特に意見がないようですので、拍手をもって承認したい。
　　　　　　　　　（拍手）
　　（升川議長）　　拍手多数により、第３号議案の平成３０年度事業報告並びに第４号議案の平成３０年度予算（案）につい
　　　　　　　　　ては、承認されました。

【第５号議案】
　（升川議長）　第５号議案の次回総会開催地についてですが、事務局からありますか。

　（石井事務局長）立候補する支部があるか、問いかけて欲しいと思います。

　（升川議長）　立候補する支部はありませんか。

　　　　　　　　無いようですので、事務局からお願いします。
　（石井事務局長）昨年の総会時に、来年は上山支部主管でという経緯もありましたので、内々に大泉会長から上山支部の
荒木支部長に打診していただきましたので、大泉会長から報告をいただきます。
　（大泉会長）　昨年の経緯もあり私から上山支部の荒木支部長に電話をいたし確認をしました。荒木支部長から「来年引き

受ける」との言葉を得ましたことをお伝えいたします。
　（升川議長）　大泉会長から、そのような報告がありました。このことを踏まえまして、次回開催は上山支部主管でよろし
いでしょうか。
　　　　　　　　（異議なし）
　（升川議長）　それでは来年は、上山支部にお願いいたします。
　　　　　　　　　

【その他】
　（升川議長）　その他として、事務局からありますでしょうか。
　（石井事務局長）三つあります。

　　　　　　　　　一つ目は、学生奨励免状についてです。この経緯については下の方に記載されておりますので確認願いた

い。

　　　　　　　　　まず、優勝者については、小学と中学の部は全て奨励免状などを取得していますので、高校の部に移る。
高校竜王を獲得した佐藤大空君は、これまで奨励免状を取得していないので、佐藤君に三段を授与。
次に準優勝者に移るが、小学の部は奨励免状などを取得しているので、中学に移る。奥山健信君は既初段
　　　　　　　　獲得であるが、別途取得であるので、二段を授与。
以上により、佐藤君と奥山君の両名を推薦したことを報告します。
二つ目は、支部一覧表並びに役員名簿の支部会員数についてですが、この数値は、日本将棋連盟発行の将
棋年鑑の３０年６月１日現在の支部会員数をベースに、この度の総会前に、会員数の変更がありましたら教
えてくださるようお願いしてありました。報告がありました支部については修正した会員数を記載してあり
ます。現時点におきまして修正が必要な場合は、申し出て下さい。変更がありましたら総会議事録とともに
修正のうえ送らせていただきます。

　三つ目は、県連主催大会におけるスタッフの手当についてであります。県連財政が苦しいこともあり、従

来５０００円／日の手当を、この４月から４０００円／日に変更しております。
（花輪幹事長）　職場・団体対抗将棋大会の県大会のやり方について、事務局にて検討事項になっている。これまでは２勝通

　　　　　　　過方式でしたが、Ａ・Ｂ４チームに分けて総当りリーグ３回戦とし、１・２位を決める。それから４チームの
決勝トーナメントとしたい。

（升川議長）　事務局から報告がありました。皆様方からありますか。
（佐々木支部長）奨励免状についてですが、女子の取り扱いについて考えるべきではないか。公平にすべきと思う。
（石井事務局長）現在学生奨励免状は２本とされており、女子の枠を設けてしまうと、強い男子に対して逆に不公平になるこ

とも考えられる。以前、阿部美鈴さんは実力で奨励免状三段を取得している。
（佐々木支部長）女子の部の欄を設けて並列に考慮し、免状授与については県連で判断するようでいかがか。
（石井事務局長）了解しました。来年から反映したい。
（升川議長）　　他にありませんか。
（村岡天童支部長）天童での大会において、主催者あいさつをしている時に将棋をしている方がいた。大変失礼なことである
ので、各支部に持ち帰って会員の皆様に話をして欲しい。
（升川議長）　　他にございますか。

無いようですので、これにて議長の座を降りたいと思います。ご協力に感謝申し上げます。

７．閉会の挨拶　（花輪幹事長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
